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1．はじめに

家事の社会化・外部化などの家庭とそれを取り
巻く環境の変化により，家事の内容や家事時間が
変わってきている．一般的には家事は軽減してい
ると考えられるが，実態としてそれほど負担は軽
くなっていない側面もある．例えば，科学技術の
社会史を専門とする R・S・コーワンは，テクノ
ロジーがもたらす家事労働の変化について，炊
事・掃除・洗濯などの家事労働は，家事テクノロ
ジーの変化によって軽減されるどころか，家事労
働を専ら担う者（主に母親）にとってはますます
増えていることを歴史的に考察している（R・
S・コーワン（2010））．

また家事労働の変化が指摘される一方で，家事
労働とは何かといった定義は，これまでに家政
学，社会学などの分野で試みられているが，どの

範囲までを家事労働とするのか，正確に規定する
ことは困難である．多くの文献では，家事労働と
は「家庭生活の場における，家族員の労働力の再
生産である」といった定義が一般的にみられる

（伊藤（1981）など）．この家事に関する定義は，
「家庭生活」という場所の側面と「労働力の再生
産」といった機能の側面からとらえられている．
しかし，この定義では，家庭生活という場以外で
行われることは家事ではないのかといった疑問や
高齢者や病人の世話といった再生産に寄与しない
ことは家事ではないのかといった疑問が残る．

家事の分類としては，天野（1978）によると，
（1）生活手段をととのえる労働（ハウスキーピン
グともいい，狭義の家事労働），（2）家庭内の人
間を対象とする労働（サービス労働ともいい，育
児，教育，介護など），（3）家政管理労働（ホー
ムメイキングともいい，予算などの計画，家計簿
などの記録，商品知識などの学習など）の 3 つに
分ける考え方がある．しかし，この（1）〜（3）の
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いずれにおいても，最低限やらなければならない
家事というのはどの範囲までいうのかをとらえる
のは困難であり，特に（2）の人間に関する労働
については，生活に関する家族同士の話し合い

（例えば家計や子どもの教育についての相談など）
でかかった時間も家事時間としてとらえるのかと
いったあいまいさが残る．さらに地域での活動

（例えば町内の清掃など）などは家事の延長とし
てとらえてよいのかなど，家事とその他の活動と
の境界線を引くことは困難である．

直井（1989）は，このような家事労働の規定の
難しさについて，家事の性質とは，①家族員に
よってなされるかぎり賃金を支払われない（無償
労働），②家事労働は労働内容によって規定され
ているというよりは，家族員の要求にそうことを
行う労働であると考えられている，③（②のよう
な理由から）家事は達成度があいまいな仕事であ
る，④家事はきりのない仕事である（最小限度の
家事がわからないのと同様，最大限度の家事もわ
からない），⑤家事は生活のあらゆる局面にかか
わる多様な仕事を含む（保育士，教師，調理人，
皿洗い，デザイナー，修繕屋，クリーニング屋，
看護師，庭師などといった多様な役割を務める）
ことを挙げている．

以上のことから，家事労働は，正確にその範囲
をとらえることが難しい側面があり，また一方，
家事の社会化・外部化などが言われているよう
に，家庭を取り巻く社会の変化により，確実にそ
の内容や方法が変わってきている．

家庭科では，家庭生活の中の衣食住・消費生活
などの仕事を「家の仕事」，「家事労働」として扱
い，家庭生活を営む上で必要な生活技術を調理実
習や被服実習など体験的活動を通して身につけ，
それを児童・生徒自身の家庭での実践をすること
を目指しているが，子どもの家事参加の実態はど
うなのか．家事経験や生活体験などについての調
査は，次のようなものがある．

生涯学習審議会（1999）の調査によると，生活
体験が豊富な子どもほど，またお手伝いをする子

どもほど（例えば，「食器を揃えたり，片付けた
りすること」，「新聞や郵便物をとってくること」
など），道徳観・正義感が充実していることを示
している．また同様に，総務庁（1995）も生活体
験について調査している．

家庭科教育学会（2002）「家庭生活についての
全国調査の結果」では，全国の子どもの家事参加
の状況を調べている．

子どもの家事実態についての調査は様々なもの
があるが，多種多様な家事はどう捉えられるもの
なのか．

家庭科で学ぶ家事労働（家の仕事）について，
教科書における家事労働の記述方法の変遷をみて
いき，家事労働とはどのように捉えられるもので
あるのかを検討していく．

2．先行研究

高等学校家庭科については，佐藤（2012）が高
校教科書の家事の記述を分析している．しかしな
がら，学校教育の中で家庭科が開始されるのは小
学校第 5 学年からであり，小学校家庭科で，家事
労働は「家の仕事」としてまず初めに扱われる．
そこで，小学校家庭科で家事労働がどのように規
定され，どのように記述されてきたのかを検討す
る．

また子どもの家事労働としては，小学校の発達
段階においては，家族の一員として家の仕事を手
伝うといった視点から，小学校の家事参加に影響
する要因や授業実践を示したものがある（鳥羽ほ
か（2013），鳥井ほか（2005））．そこで，子ども
が行う家事労働としてどのようなものを想定して
いるのかを教科書からも改めてみておく必要があ
る．

そこで，本論文では主に教科書の記述より家事
労働とは何かを検討していく．
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3． 分析方法

分析対象とする教科書は，1960 年代後半から
現在までに発行されている小学校家庭科の教科書

（2 社）であり，家事（「家の仕事」）に関する内
容を検討した（各社の教科書は A，B 1）とする）．

A 社教科書は，1967 年，73 年，79 年，85 年，
88 年，91 年，99 年，01 年，11 年に発行された
ものであり，B 社教科書は，1970 年，76 年，79
年，85 年，88 年，91 年，95 年，99 年，01 年，
04 年，11 年に発行されたものである．

まず，教科書ではどのように家事労働（「家の
仕事」）を説明しているのかをそれぞれの家事労
働に関する記述を抜き出し，整理した．

次に，教科書の中で，家庭の仕事にはどのよう
なものがあり，また子どもはどのような家庭の仕
事をしているのか，具体的に描かれている箇所

（家の仕事分担の例やイラスト等）を取り上げ，
それを時系列にとらえ社会の変化の中でどのよう
な家の仕事が取り上げられているのかを検討し
た．

4． 分析結果

教科書ではどのように家事労働（「家の仕事」）
を説明しているのか．家事労働に関する記述から
みた結果，次のとおりであった（表 1-1， 1-2）．

A 社の 67 年，73 年，79 年と B 社の 70 年の教
科書では，家の仕事について，衣食住と合わせて

「交際」という文言が入っている．「交際」という
人にかかわる事柄についても家の仕事とされる．
これは，学習指導要領においても 58 年，68 年の
学習指導要領では「家庭生活における交際」とし
て，応接や訪問のしかたなどが項目として設けら
れているため，このような記述が加わっている

（小学校家庭科の学習指導要領の変遷については，
表 3〈参考〉を参照）．

また A 社 91 年，95 年，99 年の教科書では，
「自分でしなければならない仕事，家族で分担す
る仕事，家族と協力する仕事」，「毎日する仕事や
ときどきする仕事など」といった家の仕事の負担
の程度や性質については説明がされている．

次に，教科書の中で，家庭の仕事にはどのよう
なものがあり，また子どもはどのような家庭の仕
事をしているのかが描かれている箇所（家の仕事
分担の例やイラスト等）を取り上げ，さらに，

表 1－1「家庭の仕事」に関する記述（Ａ社）

年 記述内容

67 年
家庭での一日の生活を調べてみると，衣・食・住や交際に関することなど，いろいろなしごとがたくさんあります．これ
らのしごとを，家族がみんなでほどよく分たんすれば，しごとがはやくできるだけでなく，家庭の生活も，いっそうあか
るく，楽しくなります．

73 年 …，家庭には，衣・食・住や交際に関することなど，いろいろなしごとがたくさんあります．…
79 年 家庭には，家庭生活に必要な，衣・食・住や交際についての，いろいろな仕事がある．
85 年 家庭には，生活に必要ないろいろな仕事がある．
88 年 家族は，収入を得る仕事や，衣服・食物・住まいなどについてのいろいろな仕事をしている．

91 年
家庭には多くの仕事があり，家族は，それぞれ生活に必要な収入を得る仕事や，着ること・食べること・住むことなどに
ついての，いろいろな仕事をしています．

95 年
家庭には，着ること，食べること，住むことなどについての，いろいろな仕事があります．
これらは，生活に必要な収入を得る仕事と同じように，家族が健康で気持ちよく生活していくために大切な仕事です．

99 年
家庭には，着ること，食べること，住むことなどについての，いろいろな仕事があります．これらの仕事は，生活に必要
な収入を得る仕事と同じように，家族の生活を支える大切な仕事です．

01 年
家庭には，着ること，食べること，住むことなどについての，いろいろな仕事があります．これらの仕事は，生活に必要
な収入を得る仕事と同じように，家族が健康で気持ちよく生活していくために大切な仕事です．

11 年
これまでに，食べたり，来たり，住んだりすることにかかわる仕事が，少しずつできるようになってきました．
家族の仕事は，家族一人ひとりが健康で気持ちのよい生活をするために必要なものです．
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食・衣・住・その他などの項目別に整理したもの
が，表 2-1，2-2 である．表中では，家族の仕事
として取り上げられているものを○，自分の仕事
として例で取り上げられていたものを◎として区
別した．また仕事の名称が異なっているものは，
その名称を表中に記載した．食・衣・住などの分
類項目での変化は次の通りである．

食に関する項目では，「朝食のしたく」，「夕食
のしたく」（これらを合わせて「食事のしたく」
と記載している年もある），「配膳」，「食事のあと
かたづけ」といったことでほぼ全ての年で取り上
げられている．特に「食事のあとかたづけ」につ
いて自分がやる仕事としての例示が多くされてい
たのが，最近では「食事のしたく」についても，
家庭科で学んだことを生かせるようにするため

か，家族と一緒に料理をする様子などをイラスト
等で表わされるようになっている．

衣に関する項目では，「せんたく」，｢せんたく
干し｣，「衣類の整理（せんたく物をたたむ）」，「ア
イロンかけ」，「さいほう」，「くつみがき」などが
家の仕事の例として挙がっている．「せんたく」，

「せんたく干し」については，はじめは「せんた
く」のみの記載やイラストが多かったのが，「せ
んたく干し」という項目が新たに加わっている．
これは「せんたく」が洗濯することから，洗濯物
を干すという過程までの作業が細分化してとらえ
られたためである．また「アイロン」や「さいほ
う」は記述例はしばらくみられなかったが，最近
ではイラストによって表記されるようになってい
る．

表 1－2　「家庭の仕事」に関する記述（Ｂ社）

年 記述内容
70 年 家庭のしごとには，身なり，食事，すまいを整えるしごと，交際，など，いろいろある．

76 年
家庭には，身なり，食事，すまいなどをととのえるしごとのほかにも，こまかいしごとがたくさんある．これらはどれも，
家庭生活をしていくうえで，欠かすことができないしごとである．

79 年
わたしたちの家庭には，家族が安心して生活していくために欠かせない仕事が，たくさんあります．
家庭の仕事は，生活をするために必要な収入をえる仕事と同じように，たいせつなものである．

85 年
家庭には，毎日必ずしなければならない仕事，ときどきすればよい仕事，また，時間のかかる大変な仕事など，いろいろ
な仕事がある．これらの仕事は，生活に必要な収入をえる仕事と同じように，家族の生活をささえている．

88 年
家庭には，毎日必ずしなければならない仕事，ときどきすればよい仕事，また，時間のかかる大変な仕事など，いろいろ
な仕事がある．これらの仕事は，生活に必要な収入をえる仕事と同じように，家族の生活をささえている．

91 年

家庭には，家族が健康で気持ちよくくらしていくために，いろいろな仕事がある．これらの仕事は，生活に必要な収入を
得る仕事と同じように，大切な役わりをはたしている．
家庭の仕事には，毎日必ずしなければならない仕事，ときどきすればよい仕事，また，時間のかかる大変な仕事など，い
ろいろな仕事がある．

95 年

家庭には，着ること，食べること，住むことなどにかかわる，いろいろな仕事があります．これらの仕事は，生活に必要
な収入を得る仕事と同じように，家族の生活を支えています．
家庭の仕事には，自分でしなければならない仕事，家族で分たんする仕事，家族と協力してする仕事があります．また，
毎日しなければならない仕事やときどきすればよい仕事などがあります．

99 年

家庭には，食べること，着ること，住むことなどにかかわる，いろいろな仕事があります．これらの仕事は，生活に必要
な収入を得る仕事と同じように，家族の生活を支えています．
家庭の仕事には，自分でしなければならない仕事，家族で分たんする仕事，家族と協力してする仕事があります．また，
毎日する仕事やときどきする仕事などがあります．

01 年
家庭の仕事には，家族のみんなが元気で，楽しく，安全に生活するために必要な仕事と，食べること，着ること，住むこ
とにかかわる仕事があります．

04 年

わたしたちは，だれもが楽しくいきいきと生活したいと願っています．そのためには，家族が互いに協力し，助け合うこ
とが必要です．…
家族のメンバーやくらし方は，それぞれの家族によって異なりますが，どの家庭にも夢や願いがあります．家庭の仕事は，
それらを実現するために，とても大切です．

11 年
家庭では，家族の生活を支えるために，さまざまな仕事が行われています．家庭の仕事には，分担して行うものや協力す
るもの，毎日必要なものやときどきするものなどがあります．仕事の種類ややり方は，家族の年齢，人数や暮らし方など
によって異なりますが，どの仕事も，必要で大切なものです．
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そ
う

じ
○

◎
そ

う
じ

◎
部

屋
の

そ
う

じ
そ

う
じ

◎
身

の
回

り
の

掃
除

×
○

○
◎

そ
う

じ
○

◎

4
庭

の
そ

う
じ

○
○

○
○

×
×

×
×

○

5
ご

み
出

し
×

×
ご

み
の

処
理

ご
み

の
し

ま
つ

◎
◎

◎
○

◎
◎

リ
サ

イ
ク

ル
（

新
聞

，
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
）

6
ふ

ろ
た

き
ふ

ろ
た

き
ふ

ろ
の

用
意

○
ふ

ろ
を

わ
か

す
◎

ふ
ろ

の
そ

う
じ

×
×

ふ
ろ

の
準

備
ふ

ろ
洗

い
◎

7
身

の
回

り
の

整
理

・
整

と
ん

×
×

◎
つ

く
え

の
上

の
　

整
理

×
◎

◎
◎

◎
○

×

住
（

そ
の

他
）

1
草

花
の

手
入

れ
花

だ
ん

の
手

入
れ

◎
草

花
の

手
入

れ
○

◎
草

木
に

水
を

や
る

×
×

○
ペ

ッ
ト

や
草

木
の

せ
わ

×
○

2
生

き
も

の
の

せ
わ

小
鳥

な
ど

の
せ

わ
×

◎
小

鳥
な

ど
の

せ
わ

小
鳥

の
せ

わ
◎

×
×

犬
の

世
話

◎
犬

の
世

話

3
新

聞
・

牛
に

ゅ
う

運
び

×
×

×
×

×
×

×
×

新
聞

と
り

×

消
費

1
買

い
物

買
い

物
，

お
つ

か
い

○
○

◎
×

×
×

○
○

○

2
家

計
ぼ

つ
け

×
○

×
×

×
×

×
×

×
×

家
族

・
地

域
1

客
の

応
接

○
○

×
×

×
×

×
×

×
×

2
病

人
の

せ
わ

×
×

×
×

×
×

×
×

×
○

備
考

わ
た

し
の

仕
事

の
例

の
み

イ
ラ

ス
ト

で
表

現
イ

ラ
ス

ト
で

表
現

イ
ラ

ス
ト

で
表

現
イ

ラ
ス

ト
で

表
現

項
目

数
14

15
17

13
7

9
11

12
18

18
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表
2-

2　
家

族
の

仕
事

の
分

担
例

の
記

述
の

変
遷

（
Ｂ

社
）

分
類

項
目

N
o.

仕
事

70
年

76
年

79
年

85
年

88
年

91
年

95
年

99
年

01
年

04
年

11
年

食

1
朝

食
の

し
た

く
食

事
の

し
た

く
食

事
作

り
食

事
作

り
食

事
の

用
意

食
事

の
用

意
食

事
作

り
食

事
作

り
食

事
作

り
◎

食
事

の
し

た
く

食
事

の
し

た
く

○
2

夕
食

の
し

た
く

◎

3
配

ぜ
ん

ぜ
ん

た
て

と
あ

と
か

た
づ

け
◎

は
い

ぜ
ん

と
あ

と
か

た
づ

け
◎

は
い

ぜ
ん

と
あ

と
か

た
づ

け

×
×

○
◎

◎
◎

家
族

に
お

茶
を

入
れ

る
×

◎

4
食

事
の

あ
と

か
た

づ
け

◎
◎

食
器

あ
ら

い
◎

食
器

あ
ら

い
◎

食
器

あ
ら

い
◎

○
○

衣

1
せ

ん
た

く
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

2
せ

ん
た

く
干

し
×

×
×

×
×

◎
せ

ん
た

く
物

の
と

り
こ

み
×

×
×

○
○

3
衣

類
の

整
理

（
せ

ん
た

く
物

を
た

た
む

）
×

×
×

○
○

○
せ

ん
た

く
物

た
た

み
せ

ん
た

く
物

た
た

み
◎

せ
ん

た
く

物
の

取
り

入
れ

◎
○

4
ア

イ
ロ

ン
か

け
○

○
○

○
○

○
○

×
○

×
×

5
さ

い
ほ

う
は

り
し

ご
と

は
り

し
ご

と
○

×
×

×
×

×
×

×
×

6
く

つ
み

が
き

○
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
7

ふ
と

ん
干

し
×

×
×

○
○

○
○

○
×

×

8
は

き
も

の
の

整
理

×
×

×
○

○
×

×
×

◎
玄

関
の

く
つ

を
整

理
す

る
．

×
×

9
上

ば
き

あ
ら

い
×

×
×

×
×

×
◎

×
◎

×
×

住

1
雨

戸
の

あ
け

し
め

○
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×

2
ふ

と
ん

の
あ

げ
お

ろ
し

○
◎

ふ
と

ん
の

あ
げ

お
ろ

し
◎

◎
◎

○
×

×
×

○
○

3
へ

や
の

そ
う

じ
○

◎
◎

◎
◎

○
○

○
○

○
○

4
庭

の
そ

う
じ

○
×

○
家

の
外

ま
わ

り
の

そ
う

じ
×

×
×

×
×

○
◎

○

5
ご

み
出

し
×

◎
ご

み
の

し
ま

つ
ご

み
の

し
ま

つ
ご

み
の

し
ま

つ
ご

み
の

し
ま

つ
○

○
◎

◎
◎

◎

6
ふ

ろ
た

き
ふ

ろ
た

き
ふ

ろ
，

便
所

の
そ

う
じ

ふ
ろ

・
便

所
の

そ
う

じ
×

×
ふ

ろ
あ

ら
い

，
ふ

ろ
の

水
入

れ
◎

ふ
ろ

あ
ら

い
ふ

ろ
あ

ら
い

◎
浴

室
の

そ
う

じ
を

す
る

．
×

×

7
身

の
回

り
の

整
理

・
整

と
ん

×
×

×
◎

部
屋

の
か

た
づ

け
◎

部
屋

の
か

た
づ

け
部

屋
の

整
理

・
整

と
ん

◎
部

屋
の

整
理

・
整

と
ん

◎
◎

つ
く

え
の

上
を

か
た

づ
け

る
．

◎
◎

8
便

所
の

そ
う

じ
×

ふ
ろ

，
便

所
の

そ
う

じ
ふ

ろ
・

便
所

の
そ

う
じ

○
○

○
○

○
×

×
×

9
戸

締
り

×
×

×
×

×
×

×
×

◎
×

×

住
（

そ
の

他
）

1
草

花
の

手
入

れ
○

×
×

◎
草

木
に

水
を

や
る

◎
草

木
に

水
を

や
る

×
×

×
×

×
○

2
生

き
も

の
の

せ
わ

犬
と

小
鳥

の
せ

わ
×

×
◎

◎
○

○
金

魚
と

小
鳥

の
世

話
×

◎
犬

の
散

歩
や

世
話

◎
犬

の
散

歩
や

世
話

×

3
新

聞
・

牛
に

ゅ
う

運
び

○
×

×
×

×
×

×
×

×
×

◎

4
機

械
な

ど
の

修
理

×
○

×
×

×
×

×
×

×
×

×

消
費

1
買

い
物

買
い

物
，

お
つ

か
い

○
○

◎
◎

○
○

×
○

○
○

2
家

計
ぼ

つ
け

×
家

計
ぼ

の
記

録
家

計
ぼ

の
記

録
○

○
○

×
×

×
×

×

家
族

・
地

域

1
客

の
応

接
○

交
際

×
×

×
×

×
×

×
×

×
2

子
ど

も
の

せ
わ

×
○

○
○

○
○

×
×

×
×

×
3

病
人

の
せ

わ
×

○
○

○
○

×
○

×
×

×
×

4
PT

A
や

地
域

の
こ

と
×

○
○

○
○

○
○

×
○

PT
A

の
仕

事
，

町
内

会
の

仕
事

○
回

覧
板

×

備
考

イ
ラ

ス
ト

と
一

例
で

表
記

イ
ラ

ス
ト

と
一

例
で

表
記

項
目

数
16

17
16

19
19

18
17

11
18

13
15
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表 3　〈参考〉小学校学習指導要領（家庭）の変遷

時間数（5 年，6 年） 目標（全体） 各学年の目標 内容

58 年 70 時間，70 時間

4 　家庭生活の意義を
理解させ，家族の一
員として家庭生活を
よりよくしようとす
る実践的態度を養う．

（第 5 学年）
（6） 　家族の一員とし

て自分の役割を知
り，家庭の仕事に
協力し，楽しい家
庭生活を営もうと
する態度を養う．

（第 6 学年）
（6） 　家庭の機能を理

解し，家族と協力
して，家庭生活の
向上を図り，時間
や労力，物資や金
銭を合理的に使用
する態度を養う．

（第 5 学年）
D　家　庭 
⑴ 　家族の一員としての自分の役割を認識させて，責任を果す

ようにさせる． 
　ア 　家族はそれぞれどんな立場や役割をもっているかを調べ

る． 
　イ　自分の家庭における仕事の種類や分担の様子を調べる． 
　ウ　家族としての望ましいあり方を考える． 
　エ 　家庭生活を維持向上するために，自分のとる態度につい

て考える． 

⑵　応接や訪問のしかたができるようにする． 
　ア　来訪者に対する適切な応待について考える． 
　イ　来客の取次，接待のしかたを実習する． 
　ウ 　適切なあいさつや動作ができるように訪問のしかたを実

習する．

（第 6 学年）
D　家　庭 
⑴ 　　合理的な生活について考えさせ，これを実践しようとさ

せる． 
　ア　家庭の機能について知る． 
　イ 　家の仕事のしかたについて，能率的，計画的にすること

をくふうする． 
　ウ 　家族の生活時間のだいたいを調べて，規則正しく生活し

たり，余暇を利用して生活を楽しくしたりすることなどを
くふうする． 

　エ 　金銭の使い方について，じょうずな買物のしかたを考え
たり，金銭の収支の記録のしかたを実習する．

68 年
（71 年施行） 70 時間，70 時間

日常生活に必要な衣食
住などに関する知識，
技能を習得させ，それ
を通して家庭生活の意
義を理解させ，家族の
一員として家庭生活を
よりよくしようとする
実践的な態度を養う． 
　このため， 

（1〜3 は省略）
4 　家族の立場や役割
を理解させ，家族の
一員として家庭生活
に協力しようとする
態度を養う．

（第 5 学年）
（4） 　家族の一員とし

て，自分の役割や
家族の立場を理解
して，仕事に協力
し，楽しい家庭生
活を営もうとする
態度を養う．

（第 6 学年）
（4） 　家族と協力して

家庭生活の向上に
つとめ，家庭生活
についての理解を
いっそう深めさせ
る．

（第 5 学年）
D　家　庭 
⑴ 　家族の一員としての自分の役割を認識させて，責任を果た

すようにさせる． 
　ア 　家族はそれぞれどんな立場や役割をもっているかを調べ，

自分の役割について考えること． 
　イ　家庭における仕事の種類や分担の様子を調べること． 
　ウ 　家族の一員として家庭生活をよりよくするために，自分

のとる態度について考えること．

⑵ 　家庭生活における交際について考え，応接や訪問のしかた
ができるようにする． 

　ア　来訪者に対する適切な応待ができるとと． 
　イ　来客の取り次ぎ，接待のしかたを実習すること． 
　ウ 　適切なあいさつや動作ができるように訪問のしかたを実

習すること．

（第 6 学年）
D　家　庭 
⑴ 　家族と協力して家庭生活をよりよくすることをくふうし，

これを実践するようにさせる． 
　ア 　家庭の機能について考え，健康でうるおいのある家庭生

活にしようとすること． 
　イ 　家庭の仕事のしかたについて計画的，能率的にすること

をくふうすること． 
　ウ 　家族の生活時間を考え，時間の有効な使い方をくふうし，

家庭生活を楽しくしようとすること． 
　エ 　買い物のしかたを考えたり，金銭収支の記録のしかたを

実習したりすること．

77 年
（80 年施行） 70 時間，70 時間

日常生活に必要な衣食
住などに関する実践的
な活動を通して，基礎
的な知識と技能を習得
させるとともに家庭生
活についての理解を深
め，家族の一員として
家庭生活をよりよくし
ようとする実践的な態
度を育てる．

（第 5 学年）
（3） 　清掃，整理・整

とん及び仕事に役
立つ簡単な物の製
作ができるように
するとともに，家
庭における家族の
仕事や役割を理解
させ，協力して家
庭生活を明るくし
ようとする態度を
育てる．

（第 5 学年）
C　住居と家族
⑴ 　自分の持ち物の整理・整とん，床，窓などの清掃，清掃用

具の取扱い及びごみの処理が適切にでき，気持ちのよい住ま
い方を工夫することができるようにする．

⑵ 　家庭における家族の立場や役割を理解させ，自分の分担で
きる仕事の仕方を工夫し，家庭における仕事に協力すること
ができるようにする．

（3） 　家庭における仕事に役立つ簡単な物を，布などを用いて製
作し，活用することができるようにする．

つづく
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住に関する項目では，「へやのそうじ」，「庭の
そうじ」，「ごみ出し」，「ふろたき」などがある．

「ふろたき」や「ふとんのあげおろし」などは自
分でする仕事の例として描かれている．また「身
の回りの整理・整とん」も自分でする仕事の例と
して挙がっているが，自分のためだけにすること
が「家の仕事」としてとらえられるかどうか，そ
の場合，例えば，自分の「歯を磨く」といった行
動も家の仕事ととらえることになるため，自分の
ために行うことについては，生活活動として行う
こととの区分が必要となる．

住（その他）の項目では「草花の手入れ」，「生

きものの世話」などがある．
また消費の項目では，「買い物」や「家計ぼつ

け」がある．「家計ぼつけ」は A 社 73 年，B 社
76〜91 年までの教科書に例として記載があるが，
近年の教科書ではなくなっている．

家族・地域の項目では，「客の応接」，「病人の
世話」が A，B 社ともに記載があるが，他には「子
どものせわ」，「PTA や地域のこと」が B 社のみ
分担例として記載されている．家族・地域の項目
は，全体的にあまり記載が見られない．人に関す
る項目は，自覚しにくいものであり，また仕事の
範囲も明確でないことからあまり記載がないもの

表 3　〈参考〉小学校学習指導要領（家庭）の変遷（つづき）

時間数（5 年，6 年） 目標（全体） 各学年の目標 内容

89 年
（92 年施行） 70 時間，70 時間

衣食住などに関する実
践的な活動を通して，
日常生活に必要な基礎
的な知識と技能を習得
させるとともに家庭生
活についての理解を探
め，家族の一員として
家庭生活をよりよくし
ようとする実践的な態
度を育てる．

（第 5 学年および第 6 学年）
（3） 　家庭における家族の

生活を理解し，快適な
住まい方や計画的な生
活を工夫することがで
きるようにするととも
に，協力して家庭生活
をよりよくしようとす
る態度を育てる．

（第 5 学年）
C　家族の生活と住居
⑴ 　家庭における家族の仕事や役割が分かり，家族の一員と

して家庭の仕事に協力できるようにする．
　ア 　家族の仕事や役割が分かり，自分の　　立場や役割に

ついて考えること．
　イ　自分の分担する仕事を工夫してできること．

（第 6 学年）
C　家族の生活と住居
⑴ 　団らんや仕事など生活時間の有効な使い方を工夫し，家

庭生活に協力できるようにする．
⑵ 　買物の仕方や金銭の使い方などが分かり，計画的に生活

する必要があることを理解できるようにする．
　ア 　物の選び方や買い方を考えて，適切に購入することが

できること．
　イ　金銭の使い方と記録の仕方を工夫すること．

98 年
（02 年施行） 60 時間，55 時間

衣食住などに関する実
践的・体験的な活動を
通して，家庭生活への
関心を高めるとともに
日常生活に必要な基礎
的な知識と技能を身に
付け，家族の一員とし
て生活を工夫しようと
する実践的な態度を育
てる．

（第 5 学年及び第 6 学年）
（3） 　自分と家族などとの

かかわりを考えて実践
する喜びを味わい，家
庭生活をよりよくしよ
うとする態度を育てる．

（第 5 学年及び第 6 学年）
⑴ 　家庭生活に関心をもって，家庭の仕事や家族との触れ合

いができるようにする．
　ア 　家庭には自分や家族の生活を支える仕事があることが

分かること．
　イ　自分の分担する仕事を工夫すること．
　ウ 　生活時間の有効な使い方を考え，家族に協力するこ

と．
　エ 　家族との触れ合いや団らんを楽しくする工夫をするこ

と．
⑻ 　近隣の人々との生活を考え，自分の家庭生活について環

境に配慮した工夫ができるようにする．
03 年改正 60 時間，55 時間 同 同 同

11 年 60 時間，55 時間

衣食住などに関する実
践的・体験的な活動を
通して，日常生活に必
要な基礎的・基本的な
知識及び技能を身に付
けるとともに，家庭生
活を大切にする心情を
はぐくみ，家族の一員
として生活をよりよく
しようとする実践的な
態度を育てる．

（第 5 学年及び第 6 学年）
（3） 　自分と家族などとの

かかわりを考えて実践
する喜びを味わい，家
庭生活をよりよくしよ
うとする実践的な態度
を育てる．

⑵　家庭生活と仕事について，次の事項を指導する．
　ア 　家庭には自分や家族の生活を支える仕事があることが

分かり，自分の分担する仕事ができること．
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と思われる．

5．まとめ

小学校家庭科教科書の考察から，以下の点を明
確にする必要があると考えられる．

1．労働と生活活動の区分
近年の教科書では，家の仕事について，イラス

トで説明をする傾向にあるが，家の仕事につい
て，生活活動との区分が必要である．小学校の発
達段階では，例えば，顔を洗うなどの生活動作も，
仕事ととらえられてしまう可能性がある．

2．家事労働の要素分解
例えば，「せんたく（洗濯）」について 60〜80

年頃までの教科書では，「せんたく（洗濯）」のみ
の記載だったが，90 年以降に「せんたく干し（洗
濯干し）」といった項目が加わっている．一言で
洗濯と言っても，洗濯物を洗濯機に入れる，洗剤
を入れる，取り出して干す，など，労働過程の要
素を分解すると，簡単に定義できるものではない
ことがわかる．家事労働をどこまで要素分解して
考えるのかを検討する必要がある．

3．職業労働と家事労働の区分
80 年代頃から 2000 年頃までの教科書で，小学

校の家庭科においても「収入を得る仕事」として
職業労働の記載があり，それに対し，家庭におけ
る衣食住に関する仕事としての家の仕事が記載さ
れている．ここで同じ仕事として扱われていて，
違いがわかりにくいものもある．家事労働と職業
労働との違いについては，家事労働は，1）不払
い労働，2）家庭という労働環境，3）労働者が専
門化されていない，といったことが挙げられる
が，特に，1）の賃金がもらえるかどうかの違い
が職業労働との大きな違いである．職業労働は

「生活に必要な収入を得る仕事」として記載され，
家事労働も職業労働と同様に生活になくてはなら

ない仕事だと説明されていたが，現在の教科書で
は，A 社，B 社ともに職業労働の記述がなくなっ
てしまっている．

4．人に関する仕事（家族・地域に関すること）
衣食住などの生活に関わる仕事については料

理，洗濯などとして理解しやすいが，人に関わる
病人の看護や介護，保育などは永続的なことでは
ないこともあり，自覚しにくいものである．また
身の回りのことを整える衣食住の家事とは異な
り，人と関わること（例えば病人の看護や介護等）
を単純に誰かがやらないといけない仕事だからし
ているのだととらえてよいかについても議論の余
地があると思われる．

5． 職業労働と家事労働を合わせた生活全体にお
けるキャリア教育の検討

職業労働との違いを知ることと同時に家事労働
も職業労働とともに生活になくてはならない仕事
として重要であり，高等学校においては生活設計
ということを考え，家庭生活と職業生活を合わせ
た生活を考えるが，小学校では家庭における生活
に焦点が当てられている．職業労働をキャリア教
育と合わせてどのように組み込むのかはこれから
検討する必要があると考えられる．

以上より，初めて家庭科が始まる小学校の段階
で，家事労働を含めた労働概念をどのように説明
し，児童に考えさせるのかは重要なことである．
また今回は小学校の教科のみを取り上げたが，小
学校から中学校への系統性について考えるうえで
も， 今後は中学校などの教科書についても，小学
校で学んだ「家の仕事」を中学校ではどのように
とらえられているのかを検討することが必要であ
る．
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［注］
1）小学校教科書は，開隆堂，東京書籍の 2 社から
発行されており，これらの教科書を取り上げた．
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